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ニュース生態系の問題として考える

•フェイクニュースは、インターネットにお
けるニュースの生態系（生成・拡散の構
造）の問題である。
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ニュース生態系の問題として考える

• ハーバード大学のヨハイ・ベンクラーらは、
テレビやラジオなどの既存メディアがフェ
イクニュースの拡散を助け、分断を煽る役
割を担っていると指摘している。

• ファースト・ドラフトのクレア・ウォード
ルは、フェイクニュースを「情報汚染」
（Information Pollution）と表現し、情報
生態系全体の問題だと指摘している。

Benkler, Yochai, Robert Faris, and Hal Roberts（2018）Network propaganda: Manipulation, disinformation, and radicalization in American politics , Oxford University Press
Benkler, Y., Tilton, C., Etling, B., Roberts, H., Clark, J., Faris, R., ... & Schmitt, C. (2020) Mail-In Voter Fraud: Anatomy of a Disinformation Campaign. Available at SSRN.
Claire Wardle（2017）Fake news. It’s complicated,  https://firstdraftnews.org/latest/fake-news-complicated/
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ニュース生態系の問題として考える

ウォードルの「拡散のトランペット（The 'Trumpet of Amplification'）」をもとに筆者作成

• 既存メディアのようなプ
ロフェッショナルメディ
アが、フェイクニュース
に対抗するために記事を
書く際に、うわさを権威
づけたり、より拡散して
しまったり、しないよう
に注意して取り扱うべき
である（クレア・ウォー
ドル）。
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ニュース生態系は国により異なる

• 日本では、テレビと新聞が全国をネットワークしてお
り、インターネットではポータルサイトのヤフーが大
きな影響力を持っている。インターネットのニュース
では、ミドルメディアが話題や議論の流れに影響を与
えている。

Reuters Institute“Digital News Report2020”, https://reutersinstitute.politics.ox.ac.uk/sites/default/files/2020-06/DNR_2020_FINAL.pdf
新聞通信調査会「第13回メディアに関する全国世論調査」https://www.chosakai.gr.jp/project/notification/
藤代裕之（2017）『ネットメディア覇権戦争 偽ニュースはなぜ生まれたか』光文社新書.
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ミドルメディアとは何か

• ミドルメディアは、マスメディア（テレビやポータル
サイト）とパーソナルメディア（ソーシャルメディア
を含む）の中間的存在。ネットの話題や反応を取り上
げるニュースサイト、まとめサイト、トレンドブログ
などが代表例。

藤代裕之（2014）「誰もがジャーナリストになる時代―ミドルメディアの果たす役割と課題」『間メディア社会の「ジャーナリズム」』東京電機大学出版局.
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ミドルメディアとニュースの生態系

マスメディア

ソーシャルメディア

編集型
ニュースサイト・まとめサイトなど

プラットフォーム型
検索サイト・ソーシャルブックマークなど

ミドルメディア

ネットの話題をソー
シャルメディアから

取り上げる

マスメディアの話題
とソーシャルメディ
アの反応を組み合わ

せる

藤代裕之（2014）「誰もがジャーナリストになる時代―ミドルメディアの果たす役割と課題」『間メディア社会の「ジャーナリズム」』東京電機大学出版局.
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「フェイクニュース・パイプ
ライン」の発見
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2017年衆議院選挙の「フェイクニュース」

番号種類 投稿者 タイトル・投稿文
1 サイト J-CASTニュース 辻元清美が「大発狂」とネットで話題に 記者の質問に無言――突然、意味不明の言葉を発し…

2 Twitter ヒゲ仙
野党4党の半分は元南北朝鮮人ですよ👆👆しかも密航を祖とする割合が高い、日本人成りすましと言っても良いと思うがな、その在日朝
鮮人帰化議員立候補は野党からしか出馬できない 自民党一部は戦後背乗りやGHK推薦のスパイ要員として言葉に障壁が無い朝鮮人を
入閣させた。

3 サイト アノニマスポスト 【 #衆院選2017 】民進党・安住 「憲法改正は前から賛成だ」希望の党で公認候補を目指す民進議員が変節～ネットの反応「民進党の
議員どもの正体が見えて面白いな」「この発言覚えとけよｗ ブーメランになるからｗ」

4 Twitter 市民連合わかやま･くまの #希望の党 #共産党 #小池
5 サイト 政経ワロスまとめニュース♪ 【悲報】辻元清美 行方不明！公務全てキャンセルし誰も連絡が取れない状況！
6 サイト もえるあじあ(･∀･) 【ワロタｗ】辻元清美、希望公認申請していたｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

7 Twitter WARP 一回の選挙をやるのに、血税600億円が投じられている。選挙に行かない人はお金をドブに捨ててるのと同じ。ただし、期日前投票は
ダメですよ！白票とすり替えられたり、票を破棄されたりする時間的余裕を与えるからです！ #衆議院選挙 #選挙

8 Twitter もと(^^; 立憲民主党のアカウントが検索できない件 不適切な内容を表示しないのチェックを外すと表示されます。何でだろ(^^; #立憲民主党
#不適切な内容を表示しない

9 Twitter santarou 0805 @machicarmen ↓の画像は、辻元清美が万景峰号をピースボートにチャーターした時、総連から電話が有り、金正日に逢えると聞か
され、号泣してる場面です。帰化しても北朝鮮に忠誠を誓う辻元清美。

10 サイト RUMBLE～サラリーマンの為の成長読本～ 立憲民主党とは【ロシア】ベストライセンス社の商標登録で枝野幸男あ然！！

11 Twitter 釈量子 枝野氏の「立憲民主党」ですが、立憲の意味は「憲法を制定すること」なんですよね。「護憲民主党」ならわかりますが、立憲は、
自分たちで憲法をつくって、それを守っていこう、という意味なので、矛盾していますね。#幸福実現党 #憲法改正

12 Twitter nori
皆さんおはようございます本日は１０／５木曜 市場移転予定日から３３２日目です #小池都知事 の市場移転延期に因る損害額の算
出です １日６５７５万ｘ３３２日＝２１８億２９００万円 資産価値減損１７億９２８０万円 皆さん #希望の党 なんぞ信用すれば、
国家予算がドブ捨てされます

13 Twitter 和田瑞季 拡散希望 かん英紀立憲民主党大阪13区の選挙事前運動に李信恵がいる。
外国人が選挙に参加してる！ これあかんでしょ！

14 Twitter 嘘と素通りのエレベーター 明らかに公職選挙法に違反しています。 日本国籍を有していないものが立候補することは 禁じられています。 議員クビ＋公民権停
止とすべきであります。

15 Twitter 月光3569
在日外国人に政治活動を行う権利無し！選挙運動（ビラ配りやポスター貼り演説など）も違法！公職選挙法第百三十七条の三、第二
百五十二条又は政治資金規正法第二十八条 の規定により選挙権及び被選挙権を有しない者は選挙運動をすることができない！外国籍
の選挙運動は違法行為にあたる！

藤代裕之（2019）「フェイクニュース生成過程におけるミドルメディアの役割 2017 年衆議院選挙を事例として」情報通信学会誌

「フェイクニュース」サイトすべてがミドルメディア 注：「フェイクニュース」は、新聞・テレビなどの記者2名
以上が判定している。詳しくは下記（藤代、2019）を参照。
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「フェイク」の発信源ミドルメディア

• 表の「フェイクニュース」はすべてミドルメディア。
ニュースサイトが2件、まとめサイトが3件。

• 「フェイクニュース」は既存メディアのコンテンツに、
ネットの反応を組み合わせることで生成されているこ
とが明らかになった。

藤代裕之（2019）「フェイクニュース生成過程におけるミドルメディアの役割 2017 年衆議院選挙を事例として」情報通信学会誌 9
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まとめサイト

Twitter

【私は執行部！バタンッ！】

記者：希望の党への合流は？
辻元：執行部なので発言して
ない💢💢
記者：希望の党の公認得られ
る？無理でしょ！
#報道ステーション

9月28日

open2ch.net 2ch.sc

【報ステ】辻元清美が大
発狂！民進党・前原代表
を罠にハメた小池百合子
の真の意図に気付いた模
様ｗｗｗ希望の党の公認
選別リストで左翼壊滅か
ｗｗｗ

ニュースサイト

辻元清美が「大発
狂」とネットで話題
に記者の質問に無言
――突然、意味不明の
言葉を発し...

まとめサイト まとめサイト

9月29日 9月29日

ポータルサイト

You Tube掲示板 掲示板

9月29日

テレビ（放送）

9月28日

9月30日

「フェイクニュース」に使
われた番組

記事配信

URLリンク

Twitter

表番号1.の「フェイクニュース」生成・拡散過程

①番組内容
をツイート

②まとめサイトが
「大発狂」（フェ

イク）を追加

④記事がポータル
サイトに配信

③ニュースサ
イトが「大発
狂」（フェイ
ク）を記事化

⑤ポータルサイトの記事がソー
スとなり、ミドルメディアや
ソーシャルメディアに拡散。

影響
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「フェイクニュース」は成長する

• 「フェイクニュース」はいきなり生まれるのではなく、
ミドルメディアを中心にし、ソーシャルメディアやマ
スメディアを行き来しながら、メディア間の相互作用
で成長する。

11
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「フェイクニュース・パイプライン」

• メディア間の相互作用により成長した「フェイク
ニュース」は、記事配信を通して大きな影響力を持つ
ポータルサイトに到達。ポータルサイトから、ミドル
メディアやソーシャルメディアに拡散する。これを
「フェイクニュース・パイプライン」と呼ぶ。

藤代裕之（2019）「フェイクニュース生成過程におけるミドルメディアの役割 2017 年衆議院選挙を事例として」情報通信学会誌 12
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「フェイクニュース・パイプライン」

• ミドルメディアを中心とした「フェイクニュース」の
生成・拡散過程は、メディアによる「非実在型デマ」
＃東京脱出や「デマ」指摘がある千人計画問題でも同
様の構造となっている。

鳥海不二夫（2021）「データから見る フェイクニュース」総務省プラットフォームサービスに関する研究会配布資料など
ねとらぼ（2020）「ハッシュタグ「東京脱出」は本当にTwitter上で拡散されていたのか？ 朝日新聞の記事による影響を調査してみた」
BuzzFeedNews（2020）「日本学術会議が「中国の軍事研究に参加」「千人計画に協力」は根拠不明。「反日組織」と拡散したが…」
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Twitter

夜行バスに若者次々 「東京
出られなくなる」―週末控え、
予定早め帰省・新型コロナ

まとめサイトのツ
イート

3月28日

通信社
3月28日

まとめサイト

4月7日

新聞

外出自粛要請をうけて夜行バスに
若者次々「東京出られなくなる」
週末控え予定早め帰省・新型コロ
ナウイルス #新型コロナウィルス
#夜行バス #東京脱出 #拡散

ポータルサイト テレビ（放送）

まとめサイト

外出自粛要請をうけて
夜行バスに若者次々
「東京出られなくな
る」週末控え予定早め
帰省・新型コロナウイ
ルス

＃東京脱出、専門家
「やめて」 帰省で
家族に感染、新たな
クラスターも 新型
コロナ

ニュースサイト

4月8日

テレビ（ウェブ）

ポータルサイト

4月7日

掲示板

⑦番組内容の一
部を記事化

「フェイクニュース」に使われ
た記事

新聞（県版）

4月10日

「疎開」「帰省」ジ
レンマ 戻りたいが
広げるかも

#東京脱出の生成・拡散過程

①記事に反応したツ
イートを組み合わせる

②元の記事にはない東
京脱出がハッシュタグ

につけられる

④記事がポータル
サイトに配信

③ #東京脱出
を記事化

⑥テレビ映像と真
逆の内容に変換

⑧ミドルメディアにより東京脱出
が「事実化」し、さらに拡散

⑨県版で記事
化。話題が地
方にも拡散

掲示板Twitter

⑤ポータルサイトの記事が元
（ソース）となり、ミドルメディ
アやソーシャルメディアに拡散。

記事配信

URLリンク

影響
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ブログ

open2ch.net

10月9日10月2日

ニュース誌
（ウェブ）

まとめサイト

Twitter

通信社

まとめサイトの
ツイート

ポータルサイ
ト

まとめサイト

10月8日

10月8日10月8日

ニュース
サイト

新聞

日本学術会議、中国の軍事研究
「千人計画」に積極的に協力して
たと判明 甘利明議員「学術会議
は軍事研究につながるものは一切
させないとしながら、中国と一緒
に研究するのは学問の自由だと主
張している」～ネットの反応「外
された６人は米国からのタレコミ
かな？」

Twitter 掲示板
Twitter

掲示板

テレビ
（ウェブ）

①新聞記事や
テレビ映像、
政治家のブロ
グとネットの
反応を組み合

わせる

②ソーシャルメディア
に拡散

千人計画問題の生成・拡散過程

まとめサイト

日本学術会議の連携会員にファー
ウェイの顧問がいることが判明～
ネットの反応「ｗｗｗｗｗｗｗｗ
ｗｗｗｗｗｗｗ」「アメリカさん、
こいつです」「千人計画分の１
か」「これが噂のファーウェイの
バックドアか…」「やぶ蛇過ぎて
草」

③ポータルサイト
に配信された記事
に、まとめサイト
のツイートを組み

合わせる

④ソーシャルメディア
に拡散

注：ここに出てくるまとめサイト
はすべて同一。

記事配信

URLリンク

影響
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ミドルメディアの構造的な問題

記事の作り方
「フェイクニュース」は、既存メディアのコンテンツにネットの反応を
組合わせて生成されているが、それはミドルメディアの典型的な記事の
作り方である＝代表例：こたつ記事（取材が不十分な、こたつでも書け
る低品質な記事のこと）。ネットの反応は多くの場合元（ソース）を確
認することができず、データも提示されておらず、話題の捏造が可能。
このような記事は「フェイクニュース」に限らず、スポーツ紙など既存

メディアも含めて、ポータルサイトなどに大量に配信されている。

ミドルメディアを支えるのはプラットフォームやポータルサイト
• 記事の配信や検索に表示することでアクセスが流入、広告収入がミドルメディアの活動を支えている。
• 「フェイクニュース」を拡散する特定のサイトやソーシャルメディアのアカウントへの対応が不十分で生成・拡散を助長している。対策が不十分なこ

とで、既存メディアの記事や映像はフェイクニュースに使われ、間違ったり、歪んだりした内容が拡散してしまっている。

ページビュー至上主義
コンテンツの内容が、間違って
いてもページビューを稼げば広
告収入で儲かる仕組み。正確な
記事を書くインセンティブがな
い。「フェイクニュース」のほ

うが得な状況。

運営は「正体不明」
ミドルメディアの多くが運営元
がサイトに表示されておらず正
体不明。運営元を表示しなくて
も検索結果に表示され、広告収

入が得られる。

フェイクニュースは、インターネットにおけるニュースの生態系（生成・拡散の構造）の問題である。

朝日新聞（2020）「やめられぬ「こたつ記事」 スポーツ紙が陥ったジレンマ」https://www.asahi.com/articles/ASNDL76N5NDBUTIL056.html
16
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「フェイクニュース」対策の
課題

17
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フェイクニュース対策の課題

• ファクトチェック活動の課題
• メディア・リテラシー教育の課題

18
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ファクトチェック活動の課題

• 対象がリベラル寄りで偏っているという指摘。
• 政治家が対立する候補や政党を攻撃し、自らの立場を
強める「ファクトチェックの武器化」が起きている
（デューク大学レポータズ・ラボのマーク・ステンセル）。

• 有権者が支持する候補者にとって有利な内容や相手候
補者を貶める内容のファクトチェック結果を選択的
シェアする傾向がある。

Bill Adair（2019）“A broken promise about a tattoo and the need to fact-check everyone”,  Duke Reporters’Lab.
Shin, J., & Thorson, K. （2017） Partisan selective sharing: The biased diffusion of fact-checking messages on social media, Journal of Communication.
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2018年の沖縄県知事選挙での調査

• 地元紙である沖縄タイムスと琉球新報のファクト
チェック記事とソーシャルメディアの反応を調査。

• 国際団体「 International Fact-Checking Network
（IFCN）」の原則に違反する記事が、対立候補を攻撃
する「ファクトチェックの武器化」を誘発。

• 記事ツイートは野党側、フェイクツイートは与党側が
選択的シェアを行い拡散。

藤代裕之（2020）「選挙におけるファクトチェックの課題とジャーナリズムの役割」社会情報学
Hiroyuki Fujishiro, Kayo Mimizuka, Mone Saito（2020）Why Doesn‘t Fact-Checking Work? ,SMSociety’20. 20
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メディア・リテラシー教育の課題

• ソーシャルメディア研究で知られるダナ・ボイドは、
信頼できる情報源が共有されていない社会では、批判
的思考を重視するメディア・リテラシー教育が自分の
信念を強化する方向に働き、むしろ逆効果になる可能
性を指摘している。

boyd, d. (2017)Did Media Literacy Backfire?, Journal of Applied Youth Studies.
耳塚 佳代（2020）「「フェイクニュース」時代におけるメディアリテラシー教育のあり方」社会情報学 21
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「フェイクニュース」対策の課題

• 汚染されたニュース生態系の改善なくして「フェイク
ニュース」問題の解決は困難である。

• ファクトチェック活動や、メディア・リテラシー教育
も、ニュース生態系と無縁ではなく、構造を踏まえた
活動や教育が求められる。
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対策の推進に向けて
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「フェイクニュース」への対策案

• 汚染されているニュース生態系の改善につながる複合
的な対策が必要。

• プラットフォーム
• 「フェイクニュース」を拡散しているアカウントやサイトの削除や

広告の停止。
• ポータルサイトやニュースアプリ等で、こたつ記事に代表される低

品質記事の配信や表示を停止し、クオリティの高い報道に資金が流
れる構造を作る。

• 既存メディア
• こたつ記事をやめ、クオリティの高い報道に注力する。

• ファクトチェック団体など
• ファクトチェック活動の透明性確保、説明責任を高める。

24
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「フェイクニュース」への対策案

• 削除や停止のためには「フェイクニュース」アカウン
トやサイトを特定し、判断し、共有する仕組みが必要。

• 表現の自由に配慮した、自主的な仕組みづくりが重要。
• 学際的な研究推進機関が必要。

• テクノロジーと社会などの複合分野の研究者による立体的アプローチ。
• 既存メディアやファクトチェック団体、プラットフォーム事業者（特

にデータ提供は必須）との連携。
• 研究対象のフォーカス。誤報やメディア批判が「フェイクニュース」

として扱われ研究が推進される危険性。

25
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国内フェイクニュース研究の参考文献

• 藤代裕之（2019）「フェイクニュース生成過程におけるミ
ドルメディアの役割 2017 年衆議院選挙を事例として」情
報通信学会誌，37(2)，93-99.

• 藤代裕之（2019）「フェイクニュース検証記事の制作過程
~ 2018 年沖縄県知事選挙における沖縄タイムスを事例とし
て」社会情報学，143-157.

• 藤代裕之（2020）「ソーシャルメディアで広がる 「デマ」
それに結びつく既存メディア攻撃」Journalism，28-34.

• 藤代裕之（2020）「選挙におけるファクトチェックの課題
とジャーナリズムの役割」社会情報学, 15-28.

26


	フェイクニュース�生成・拡散のメカニズム
	ニュース生態系の問題として考える
	ニュース生態系の問題として考える
	ニュース生態系の問題として考える
	ニュース生態系は国により異なる
	ミドルメディアとは何か
	ミドルメディアとニュースの生態系
	「フェイクニュース・パイプライン」の発見
	2017年衆議院選挙の「フェイクニュース」
	「フェイク」の発信源ミドルメディア
	表番号1.の「フェイクニュース」生成・拡散過程
	「フェイクニュース」は成長する
	「フェイクニュース・パイプライン」
	「フェイクニュース・パイプライン」
	#東京脱出の生成・拡散過程
	千人計画問題の生成・拡散過程
	ミドルメディアの構造的な問題
	「フェイクニュース」対策の課題
	フェイクニュース対策の課題
	ファクトチェック活動の課題
	2018年の沖縄県知事選挙での調査
	メディア・リテラシー教育の課題
	「フェイクニュース」対策の課題
	対策の推進に向けて
	「フェイクニュース」への対策案
	「フェイクニュース」への対策案
	国内フェイクニュース研究の参考文献

